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◆ 研究概要 

1) 腎疾患における病態の解明と腎臓病治療薬の開発  
2) 糖尿病性腎症における漢方方剤のアプローチと分子生物学的解明  
3) 加齢（老化）及び加齢関連疾患 （いわゆる老年病）の発症機序に対するアンチエイジング産業への開拓  
4) 生活習慣病分子標的因子の解明と治療薬の創出  
5) 神経回路網形成に関する基礎的研究および、それらに有効な伝統薬物の研究  
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